
健康経営への取り組み



健康経営推進方針

社員の健康が当社の源泉と考えのもと、
社員一人ひとりが心身共に健康で働き続ける事が出来る職
場環境を提供し、
社員、企業の持続的成⻑を⾏います。



経営トップをはじめとし、健康経営推進責任者、推進担当者、人事部、安全衛生委員会、ISO管理者、産業
医などと連携し、健康経営に取り組んでいきます。
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健康経営戦略マップ

健康投資
健康投資効果

健康投資施策の取組状況に
関する指標

意識変容・⾏動変容の変化に
関する指標

健康関連の最終的な
目標指標

健康経営で解決した
い経営課題

定期健診徹底

定時退社の徹底
有給休暇取得の推進

健康増進

ストレスチェック

育児・介護休暇制
度利用の推進 多様な人材の活躍

心身の健康状態増進
による健康状態向上

持続的成⻑健康診断の受診率 再検査の受検率

プレゼンティーイズム改善
(※1)

アブセンティーズム改善
(※2)

ワークエンゲージメント向上
(※3)

月平均残業時間
有給取得率

運動イベント参加率 運動習慣者率

チェック受検率 高ストレス者率

制度利用率
働きやすさの向上

※1…健康問題が理由で生産性が低下している状態
※2…健康問題による仕事の欠勤
※3…仕事に対してポジティブな感情を持ち、充実している状態

企業価値の向上



健康経営の目標・指標

目標値健康経営の目標

両立支援制度(※)の年間利用者数が5人以上、
利用率各10％以上。

年齢・性別・ライフステージ・働き方の違いに応じた健康
支援を⾏うことで、誰もが安心して働ける環境を整える。

※…時差出勤、在宅勤務、育児休暇、介護休暇等の制度

目標値
（根拠）計測方法指標

損失15%以下
(平均的水準以下を目指す)

SPQ
(Single-Item Presenteeism Question)プレゼンティーイズム

2%未満
(休職者はほとんどいないため)メンタル不調等による休職者率アブセンティーズム

平均65pt以上
(平均的水準以上を目指す)

UWES(ユトレヒト・ワーク・エンゲイ
ジメント尺度)に基づいたアンケート結
果のスコア

ワークエンゲージメント



健康経営の目標・指標に対する実績

2025年度2024年度指標

18.3%ープレゼンティーイズム

0%4.7%アブセンティーズム

60.1ptーワークエンゲージメント

2025年度2024年度目標
利用者：11人
時差出勤利用率：5/33人(15.2%)

在宅勤務利用率：8/33人(24.2%)

育児休暇利用率：1/1人(100%)

介護休暇利用率：−

ー両立支援制度の利用者・利用率



取り組み内容と目標・実績

• 育児・介護休暇制度利用の推進
2025年度実績2024年度実績目標値指標等

100%100%100%制度利用率
63ptー65pt以上働きやすさの向上(※)

• 定時退社の徹底
2025年度実績2024年度実績目標値指標等

未計測9.1h20h以下月平均残業時間
63ptー65pt以上働きやすさの向上(※)

• 有給休暇取得の推進
2025年度実績2024年度実績目標値指標等

未計測81%90%有給休暇取得率
63ptー65pt以上働きやすさの向上(※)

※…職場環境に関するアンケート結果のスコア



取り組み内容と目標・実績

• 定期健診徹底
2025年度実績2024年度実績目標値指標等

100%100%100%受診率
75%33.3%90%再検査の受診率

• 健康増進
2025年度実績2024年度実績目標値指標等

94.2%82.2%100%運動イベント参加率
ーー30%運動習慣者率

• ストレスチェック
2025年度実績2024年度実績目標値指標等

100%100%100%チェック受検率
3.8%3.7%5%以下高ストレス者率



健康課題

1日の野菜の摂取量が足りていないと感じている従業員の割合が高い
◆当社の健康課題

生活習慣におけるアンケートにて
「1日の野菜の摂取量は足りていると感じるか」を確認したところ、
「やや不足している」／「かなり不足している」と回答した者の割合が82%となった。

◆健康課題解決への取り組み
・野菜摂取目標（350g/日）を達成できるような献立例を社内コミュニティにて情報提供する。
・ベジチェックにて1日あたりの推定摂取量を数値化する。



両立支援への取り組みに対する基本方針等

◆仕事と介護の両立支援への取り組み
当社は、従業員一人ひとりがライフイベントに左右されず、安心してキャリアを継続できる環境づくりを推
進しています。
日本の高齢化が進む中、家族の介護は誰もが直面する可能性のある身近な課題です。
当社では「介護離職ゼロ」を目指し、在宅勤務や時差出勤の柔軟な勤務制度の拡充など、仕事と介護を両立
できるサポート体制を整えています。
「大切な家族を守りながら、自分らしく働き続けられる会社」として、これからも多様な人材が活躍できる
職場環境の整備に努めてまいります。

◆仕事と治療の両立支援への取り組み
当社は、従業員一人ひとりが心身ともに健康で、自分らしく働き続けられる職場づくりを推進しています。
病気やケガの治療が必要となった場合でも、安心して働きながら治療を継続できることは、従業員本人だけ
でなく、企業の持続的な成⻑にとっても重要であると考えています。
そのため当社は、従業員の意思とプライバシーを尊重し、職場・人事担当者・医療関係者等が連携しながら、
治療と仕事の両立を支援します。



その他の取り組み

その他、具体的な取り組み内容や成果などについては
「あいち健康経営ネット」にて掲載しております。
(https://www.kenko-keiei.pref.aichi.jp/company/detail/1280)


